


41 

 

第３節 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

 

 

浮 遊 粒 子 状 

物 質 

  浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊する粉じんのうち粒径が 10μｍ

(0.01mm)以下の微細な粒子の総称である。 

 

 

 

発 生 源 工場・事業場及び自動車からの人為的由来の他に、土壌の舞い上がりや海

塩粒子等自然的由来によるものがある。また、工場等から排出されるＳＯ２、

ＮＯx、ＮＭＨＣ等の様々なガス状物質が光化学反応や中和反応により粒子

に変化したものなど、多岐にわたっている。 

 

 

環 境 濃 度   県内のＳＰＭ濃度は、年平均値の全局平均で見ると、一般環境大気測定局

では 0.020mg/m3 、自動車排出ガス測定局では 0.021mg/m3 であり、ほぼ横ば

いである。 

平成 27 年度の環境基準（長期的評価）の達成状況は、一般環境大気測定

局では 100％（60 局）、自動車排出ガス測定局では 100％（30 局）の測定局

で達成している。 

環境基準の達成率状況は、平成 15 年度以降改善が進んでいる。これは、

ダイオキシン類対策特別措置法による焼却炉の規制やディーゼル車排出ガ

スの改善、軽油の消費の減少等の影響が考えられる。また、神奈川県生活環

境の保全等に関する条例により、粒子状物質の排出基準を満たさないディー

ゼル自動車の県内運行規制を行っていることも達成率の引き上げに寄与し

たとみられる。 

  

 

測 定 方 法 

  

 ベータ線吸収法、光散乱法、圧電天 法のいずれかによる。 

 

ベータ線吸収法   ろ紙に捕集した粒子状物質の質量の増加によって、ベータ線吸収量が増加

することを利用した測定方法である。 

 

 光散乱法   粉じんを含む試料大気に光を照射すると光が粉じんにより散乱されるが、

この散乱光の強度を計測することによってＳＰＭの質量濃度を測定する。   

   

圧電天 法   浮遊粒子状物質を静電的に水晶振動子上に捕集し、質量の増加に伴う水晶

振動子の振動数の変化量を測定し、理論的に与えられた質量感度定数を用い

て試料大気中の浮遊粒子状物質の質量濃度を求める方法である。 

 



３．１　ＳＰＭ濃度の地域分布（一般大気測定局の年平均値・環境基準達成状況）

（１）年平均値

東京湾

（２）環境基準達成状況

単位：×10
-3 

mg/m
3

相模湾

　上図の数値は、一般環境大気測定局におけるＳＰＭの測定時間が、環境省が年平均値を算出
するために必要と定める年間6000時間以上ある測定（有効測定局）の年平均値を示す。
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（２）環境基準達成状況

東京湾

　図の○印は環境基準の長期的及び短期的評価を達成した測定局、△は長期的評価のみ達
成した測定局を示している。（環境基準はp.6、p.7参照）

相模湾
0 10km

△○
○

○
△

△

○

○

△

○

○
○

○

○

△ ○
○

○
△ ○

○○
○

○

○
○

○ △

△
△

○
△

○

○

○

○○

○

○
○

△△△

○

○ ○

○

○

○
○○△

○○
△

△
○

○

○

△

42



３．２　ＳＰＭ濃度の推移（年平均値）

（１）一般環境大気測定局

（単位：mg/m3）
年度 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

最 高 値 （mg/m
3
） 0.036 0.031 0.030 0.030 0.031 0.029 0.029 0.030 0.030 0.028

最 低 値 （mg/m
3
） 0.013 0.012 0.010 0.013 0.016 0.015 0.014 0.015 0.013 0.014

平 均 値 （mg/m
3
） 0.030 0.026 0.025 0.023 0.023 0.022 0.021 0.023 0.022 0.020

62 63 61 61 61 61 61 60 60 60

（２）自動車排出ガス測定局

測 定 局 数

　一般環境大気測定局の局別年平均値から求めた全局の最高値、最低値、平均値を図及び表に示
す。

　自動車排出ガス測定局の局別年平均値から求めた全局の最高値、最低値、平均値を図及び表に
示す。
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（単位：mg/m3）
年度 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

最 高 値 （mg/m
3
） 0.042 0.040 0.037 0.034 0.033 0.032 0.027 0.027 0.027 0.025

最 低 値 （mg/m
3
） 0.024 0.020 0.020 0.019 0.019 0.019 0.017 0.019 0.019 0.017

平 均 値 （mg/m
3
） 0.034 0.029 0.027 0.025 0.024 0.024 0.022 0.023 0.023 0.021

31 31 31 31 31 31 31 31 30 30測 定 局 数
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